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当工業会は設立当初より、省エネ基準や低炭素建築物・ゼロエネ建築
に要求される開口部に対して特に高断熱性能のサッシを提供する団体
であり、ある一定の基準にとらわれず同様にある。

窓の断熱性能の一つ「U値」が、「U値＜2.0W／㎡K」とした、高断熱
性能有したサッシとガラスの組み合わせた製品そのものを各社揃えて
いる。

設立当初より樹脂サッシの採用比率は北海道より南下傾向に向かって
あるものの、地域別に応じた製品の開発要求も受けることは無く、地
域別の窓のラインナップは保有していない。

樹脂サッシ工業会とは
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樹脂サッシとZEHの外皮性能基準との関係 7

・ZEHの外皮基準UAを達成するためには、開口部のU値が一番重要と考えている。

・単純に窓のU値だけが直接的にZEHやトップランナー値（通過熱流量）などに関係付けることは難しい

経済産業省資料より
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・従来と異なり、JISでも断熱性能は上位等級が出来た事で上記のように適切な表記は出来る。

・今までのことをふまえると、窓への貼付けでは無く、カタログ等製品本体以外への印刷や掲示が業界全体でみて
も現実的。

窓の性能表示制度について

窓のエネルギー性能の計算手法 メリット デメリット

JIS A 4710

（従来の熱貫流率、日射熱取得率）

・従来的な手法

・準備の必要なし
・単品評価

JIS A 2104

（W EP法）

・暖冷房それぞれの計算が可能

・実性能に即している

・準備が必要

・計算条件が複雑

窓のエネルギー性能の計算は「JIS A 4710」が現状では
一般的。




